
図１．真空紫外発光デバイスの概念図 図２．KMgF3を蛍光体とする
発光デバイスからの発光スペクトル

技術概要
　新規フッ化物固体材料を蛍光体として用いた
発光デバイスを開発し、ガス光源よりも安定性
が高く長寿命な、真空紫外領域で動作可能な光
源を実現した。さらに、冷陰極電子線源である
カーボンナノファイバーを電子線源とすること
で、熱の発生を抑えられ、従来のランプ光源の
ように照射対象に熱影響を及ぼす恐れがなく
なった。また、ワイドギャップ材料であるフッ
化物を簡易な光センサに応用することで、フィ
ルタを使わなくとも真空紫外光のみに選択的に
応答可能な光検出デバイスも実現した。

背景・従来技術
　現在、真空紫外領域における光源としては、
ガスを蛍光体とする重水素ランプやバリア放電
ランプが用いられている。

特徴
　ガスを蛍光体とする重水素ランプやバリア放
電ランプに対して、本技術では固体蛍光体を利
用しているため、小型化が可能であり、安定で
寿命が長くなる。さらに熱影響を抑えられると
いう利点がある。

実用化イメージ
　従来用いられてきたガスランプ光源よりも、
安定性、寿命、熱影響が出ないなどの優位性が
あるため、ガスランプにとって替わることで、
殺菌・洗浄、化学物質の合成・分解・検査、ガ
ラスやフィルムなどの表面改質等に関わる市場
形成が期待できる。
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・デバイスのパッケージ化
共同研究を希望するテーマ

　当研究室では、フッ化物を用いた紫外線及び真空紫外線領域で発光可能な固体光源、および真空紫
外光を選択的に検出する光デバイスを研究しています。本技術に興味のある方は産学官連携センター
までご連絡ください。
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